
不採択

令和6年（2024年）5月15日 第208号  （8）

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
（
一

部
委
員
退
席
）。

▽
議
案
第
５
号
、
第
６
号
、
第
７

号
、
第
８
号
、
第
９
号
以
上
５
件

は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
13
号
、
第
14
号
、
第
15

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
11
号
、
第
12
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

▽
議
案
第
16
号
、
第
18
号
、
第
19

号
、
第
21
号
、
第
24
号
以
上
５
件

は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
17
号
は
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
22
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
20
号
、
第
27
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

▽
陳
情
第
75
号
、
第
76
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し

た
。

▽
陳
情
第
77
号
は
、
賛
成
多
数
で

採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
79
号
は
、
賛
成
多
数
で 

採
択
し
ま
し
た（
一
部
委
員
退
席
）。

▽
陳
情
第
78
号
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
25
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
23
号
は
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

企
画
総
務

民
生
教
育

都
市
環
境

▽
議
案
第
10
号　

令
和
６
年
度 

座
間
市
一
般
会
計
予
算

　

財
務
部
所
管
事
項
、
個
人
市
民

税
に
つ
い
て
「
減
額
分
は
そ
の
ま

ま
特
例
交
付
金
で
補
塡
さ
れ
る
計 

算
で
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
、 

ま
た
、
市
民
税
の
減
額
と
減
税
分

が
な
い
場
合
の
市
民
税
の
税
収
見

込
み
の
状
況
は
」と
の
質
疑
に「
市

民
税
の
減
税
分
が
そ
の
ま
ま
特
例

交
付
金
と
し
て
補
塡
さ
れ
る
も
の

と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
減
額

は
約
５
億
９
千
百
万
円
に
な
り
ま

す
。
減
税
分
が
な
け
れ
ば
５
億
９ 

千
百
万
円
の
プ
ラ
ス
の
見
込
み
で
、 

79
億
７
千
８
百
万
円
と
な
り
ま

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て 

「
今
回
の
予
算
36
億
円
は
過
去 

最
大
だ
と
思
う
が
、
予
算
計
上
の

根
拠
は
」
と
の
質
疑
に
「
国
の
予

算
が
地
方
交
付
税
の
総
額
を
増
額

す
る
と
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
地

方
交
付
税
の
仕
組
み
の
財
源
不
足

額
に
占
め
る
交
付
税
の
配
分
を
高

め
、
代
わ
り
に
臨
時
財
政
対
策
債

を
減
ら
す
こ
と
も
示
さ
れ
、
そ
れ

を
反
映
し
て
こ
の
数
字
に
な
り
ま

し
た
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
未
来
部
所
管
事
項
、
保

育
所
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

費
に
つ
い
て
「
保
育
士
の
確
保
に

お
け
る
保
育
士
確
保
緊
急
対
策
給

付
金
が
廃
止
に
な
っ
た
が
、
そ
の

影
響
は
」
と
の
質
疑
に
「
隣
接
す

る
厚
木
市
が
令
和
６
年
度
に
給
付

を
増
額
し
、
年
額
50
万
円
を
給
付

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
以
降
に

保
育
士
の
流
出
が
あ
る
可
能
性
は

十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
当

該
年
度
は
保
育
士
よ
り
も
施
設
に

費
用
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
今
後
の
見
通
し
と
整
備
の
方

針
、
保
育
士
の
確
保
の
対
策
に
つ

い
て
の
見
解
は
」と
の
質
疑
に「
事

業
所
に
対
し
て
の
補
助
や
保
育
士

に
対
し
て
の
直
接
給
付
な
ど
の
手

法
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
保

育
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
、
入
所

し
た
い
と
い
う
方
は
全
て
受
け
入

れ
、
か
つ
特
別
保
育
に
も
対
応
す

る
と
い
っ
た
方
針
を
示
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

都
市
部
所
管
事
項
、
道
路
橋
り 

ょ
う
総
務
費
に
つ
い
て
「
道
路
台 

帳
整
備
の
約
１
億
90
万
６
千
円 

は
全
て
シ
ス
テ
ム
改
良
費
に
な
る

の
か
」
と
の
質
疑
に
「
道
路
台
帳

シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
と
し
て
１ 

億
１
４
９
５
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
の
補
助
率
が
２
分
の

１
な
の
で
、
５
７
４
７
万
５
千
円

が
交
付
金
の
予
定
で
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
所
管
事
項
、
消
防
費

に
つ
い
て
「
県
央
東
部
消
防
指
令

業
務
共
同
運
用
事
業
費
の
概
要

は
」
と
の
質
疑
に
「
大
和
市
が
加

わ
り
４
市
で
の
令
和
８
年
度
の
運

用
を
目
指
し
て
お
り
、
負
担
割
合

の
案
分
が
出
て
き
た
の
で
予
算
化

し
ま
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

予
算
決
算

○賛成●反対△退席

※�会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、自民い（自民党・いさま）、大志（ざま
大志会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

３ 月 定 例 会 の 審 議 結 果

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

自
民
い

大

志

無

会

１ 専決処分の承認について（令和５年度座間市一般
会計補正予算（第１２号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○

２ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第１３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３ 座間市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

４ 財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

５ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第１４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

６ 令和５年度座間市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７ 令和５年度座間市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

８ 令和５年度座間市後期高齢者医療保険事業特別
会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

９ 令和５年度座間市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

１０ 令和６年度座間市一般会計予算 原案可決 ○ ● ○ ●2
△1 ○

議提
１

議案第１０号「令和６年度座間市一般会計予算」に
対する附帯決議について 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯3

●2

１１ 令和６年度座間市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1
●4

１２ 令和６年度座間市介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯2
●3

１３ 令和６年度座間市後期高齢者医療保険事業特別
会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯4

●1

１４ 令和６年度座間市水道事業会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

１５ 令和６年度座間市公共下水道事業会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯4
●1

１６ 座間市議会議員及び座間市長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

１７
座間市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1
●4

１８ 座間市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

１９ 座間市市税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２０ 座間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1
●4

議提
２

議案第２０号「座間市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例」に対する附帯決議について 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

２１ 座間市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２２ 座間市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２３ 座間市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯3
●2

２４ 訴えの提起について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２５ 市道の路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２６ 財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２７ 座間市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1
●4

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

自
民
い

大

志

無

会

２８ 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

議提
3

国の責任において国民健康保険制度の財政支援措
置を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
4

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策
の強化を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
5

地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経
済）の一層の推進を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
6

身寄りのない高齢者が身元保証等に頼ることなく安心
して安全に暮らせるよう求める意見書の提出について 否決 ● ○ ● ● ◯4

●1

議提
7

永住者に対する新たな在留資格取消制度の導入に
反対し、真の意味での共生に向けた施策の立案、実
施を求める意見書の提出について

否決 ● ○ ● ● ◯4
●1

議提
8

国民健康保険制度の抜本的改革を求める意見書の
提出について 否決 ● ○ ● ● ○

議提
9 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
10

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
11

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を
求める意見書の提出について 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1

●4

議提
12

別居・離婚後の良好な親子関係が守られる家族法制
改正を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ● ○ ○

◯2
●2
△1

陳情
75

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求め
る陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
76

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出
を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
77

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を
求める意見書の提出を求める陳情 採択 ○ ● ○ ○ ◯1

●4

陳情
78

加齢性難聴者の補聴器購入に市独自の助成を求め
る陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯3

●2

陳情
79

別居・離婚後の良好な親子関係が守られる家族法制
改正を求める意見書の提出を求める陳情 採択 ○ ● ○ ○

◯2
●2
△1

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）

座間市公明党 　加�藤�　�学　　伊�藤�多�華　　上�沢�本�尚　　安�田�早�苗
日本共産党座間市議団 　星野久美子　　守�谷�浩�一

自民党・いさま
　内�藤�幸�男　　清�水�　�剛　　髙�波�貴�志　　熊�切�和�人
※荻�原�健�司　　竹�田�陽�介　　京�免�康�彦　　吉�田�義�人

ざま大志会 　美�濃�口�集　　川�﨑�高�一　　沖�本�浩�二

会派に属さない議員
　須�﨑�友�康　　長�瀨�未�紗　　安海のぞみ　　沖�永�明�久
　松�橋�淳�郎

※議長のため、表決には加わりません。

3
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き


